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論文内容の要旨
本論文は、導電性アモルファス分子材料という新しい概念に基づく新規アモルブアス分子材料の創製とそれらの有








作製法の影響について検討した。正孔輸送層と電子輸送性発光層としての tris(8-quinolinolato)aluminum (Alq3) を
ITO 電極と MgAg 電極で挟んだ有機 EL 素子の熱処理により、発光効率ならびに外部量子収率が顕著に向上すること
を見いだし、熱処理により陰極から Alq3 層への電子注入特性が向上することを明らかにした。また、
N,N!bis(3-methylphenyl)-N,N!diphenyl-[l , l'-biphenyl] ・ 4，4'-diamine (TPD) を正孔輸送層、Alq3 を電子輸送性発






















(2) 有機 EL 素子における電荷注入特性に及ぼすアモルファス薄膜の熱処理効果について検討し、陰極から電子輸送
層への電子注入特性の向上に基づき、外部量子収率および発光効率が向上することを見いだしている。また、電
荷注入特性に及ぼすアモルブアス薄膜作製法の影響について検討し、N，N{.bis(3-meth)匂henyl)-N,N{.diphenyl-
[l ， l'-biphenyl] ・4， 4'-diamine を正孔輸送層に用いる素子における発光特性が薄膜作製法に著しい影響を受けると
いう新しい現象を初めて見いだし、この現象が、 ITO 電極表面に形成される膜の状態の差に基づくことを明らか
にしている。





以上のように、本論文は、新規導電性アモルファス分子材料の創製と有機 EL 素子への応用および有機 EL 素子に
おける電荷注入特性の解明に関して成果を挙げており、有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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